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塾通いが子どもの自覚症状に与える影響
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　小学生の50％以上が塾に通っているといわれていることから，通塾が児童の健康にどのような

影響を与えているかを検討すべく本研究を行った。

　東京，および近郊にある国・公・私立の小学校に在籍する小学校5年生を対象として，生活時

間や健康に関わる自覚症状についての調査を行い，1,314人より回答が得られた。

　1)　塾に通っている児童は61.9％，通っていない児童は33.0％であった。

　2)　生活時間を塾通いの頻度別に①通っていない，②週に1～2回，③週3回以上の3つのグ

ループに分け検討したところ，睡眠時間では①8時間35分，②8時間25分，③8時間5分，TV

視聴時間では①2時間23分，②2時間18分，③1時間40分，遊び時間では①2時間1分，②1時

間53分，③1時間35分といずれも塾に通う頻度が多くなるにつれ短くなっていった。

　3)　お腹が痛いなど20項目の自覚症状について，症状「あり」を1点，「なし」をO点として

得点化し，通塾の頻度別に検討したところ，①4.7，②4.6，③5.5と塾に通う頻度の多い者で自

覚症状を訴える率が高かった。

　4)　これら自覚症状の有症率が，通塾の頻度により差のみられた項目について多重ロジスティ

ック回帰分析を行ったところ，睡眠時間と種々の自覚症状とに関連を認めた。しかし通塾は「眠

い」，および「目が疲れる」という2項目と独立した関連を示しており，いずれも塾に週3回以

上通う者で訴えやすくなることが明らかとなった。
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